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自動車の普及や生活様式の変化等により，わが国での暮らしは大きく変化してきた．その結果，商業施

設や公共施設の郊外立地などによって，徒歩圏内において日常生活のための買い物や公共サービスの利用

といったことが難しくなってきた．このことは，今後高齢社会が進むわが国において解決すべき課題の一

つである．本研究では，現在まで集落形態が保たれている，茨城県つくば市の筑波地区を対象に，40年間

という長期に渡る期間を二時点間で，集落毎に高齢者も容易に歩ける範囲内で利用できる商業施設や公共

施設といった都市サービスの立地の変遷の傾向を明らかにした．この結果，中心的集落におけるサービス

提供施設の顕著な減少，一般集落におけるサービス提供施設の変質を定量的に明らかにした． 
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1. はじめに 
 

わが国における従来の住民の生活や生産活動は，地縁

的に形成され一定の居住の集積を意味する集落を基礎単

位として，集落内での相互扶助，または周辺の集落との

まとまりの中から営まれてきた1)．しかし，現在では自

動車の普及や生活様式の変化等様々な影響を受け，都市

の構造は大きく変化した．たとえば，公共施設や小売店

舗の郊外立地などが挙げられるが，こういった影響によ

り身近な地域にある店舗が失われ，日常の生活を営む上

でも，自動車の利用が必須といった状況にある地域が多

くなってきている． 

このような課題に対し，都市圏レベルのスケールで，

都市構造リスクという概念に基づいて全体的な問題点を

総括した研究は既に存在する2)．また，今後人口の減少

や高齢化が確実なわが国において，高齢者などの生活弱

者が，日常の買い物行動や生活必要サービス(これらを

まとめて以降では「都市サービス」と呼ぶ)を受けるこ

とが難しくなる局面が増加することは容易に予想できる．

このような問題に対し，買い物弱者応援マニュアルの公

表等の対策3)も行われてはいる．そこでは過疎地に重点

を置いた対策や公共交通サービスの充実による緩和策な

ど，様々な方策が提示されている．しかし，自らが住ん

でいる所でそもそもどの程度の都市サービスを高齢者な

どが容易に享受しうる状況であるのか，その基本的な動

向が十分に把握されていないのが実情である．特に，本

研究で対象とするような郊外集落は，大都市圏でのリタ

イア層を今後Uターンの形で受け入れる素地も過疎地よ

りあるといえる．このような集落の範囲は後述するよう

に一般的な生活圏として見るには明らかに小さすぎるし，

生活圏としては相互に重複していることも明白である．

しかし，高齢者のスケール感から見れば，集落は容易に

歩いていける範囲内におさまっているといえ，その範囲

に都市サービスがどの程度保持されているのかを知って

おくことは極めて重要な事柄である．またそれが，自動

車利用が現在ほど頻繁ではなかった過去と比較し，どう

変遷したかを追尾しておくことも，動的な観点から今後

の政策を議論する上で貴重な情報になると考えられる． 

なお，いわゆる都市サービスの立地や変遷に関する研

究自体は，これまでにもなされてきている．たとえば，



 

 

町丁目別に種別の店舗数をまとめた研究4)，町丁目別に

商店数と人口の時系列変遷を分析した研究5)，徒歩圏で

享受できる都市サービスを分析した研究6), 7)などがある．

しかし，本研究で着目するような高齢者が容易に歩いて

行けるスケールという観点から集落単位での都市サービ

スに着目し，居住している集落内で具体的にどういった

都市サービスが享受できるかについて，長期間に渡る変

遷を扱った研究は行われていない． 

人口減少や高齢化が進展し，都市サービスの撤退が進

むことで高齢者が容易に歩いて行ける範囲で都市サービ

スの享受が難しくなり，現在よりも高齢者の生活が困難

になる恐れがある地区は既に全国で数多く存在すると考

えられる．特に自動車が普及したり，都市化が進む以前

はわが国の一般的な居住形態であった集落での暮らしに

着目し，自動車利用を前提としない徒歩中心の生活で，

同じ高齢者のスケールから見た場合にどの程度自立的な

暮らしが可能であるかを吟味しておくことの価値は大き

い． 

以上のような目的意識に基づき，本研究では空間的に

独立した集落分布が伝統的に見られる北関東地域の中で，

都市開発の影響を間接的に受けた典型的な地域である茨

城県つくば市の筑波地区における集落全てを対象として

取り上げる． 

具体的な分析内容については，1971年と2011年の二時

点において，集落毎に徒歩圏6)で得ることのできる都市

サービスの変遷の実態を明らかにする．なお，ここで考

える徒歩圏とは先述したとおり高齢者の視点に立つもの

であり，通常交通計画で徒歩圏と考えられているスケー

ルよりは狭い範囲を指している．また都市サービスの内

容にも言及し，集落内での生活の自立可能性を裏打ちす

るような，日常生活に必要な都市サービスがどの程度具

備されているかについてもその変遷を明らかにする． 

 

 

2. 本研究の特長 
 

本研究の特長を以下に整理する． 

1) 高齢者の生活スケールでの検討を行うためには過去

に行われてきた研究よりも，より小さな範囲での分

析が必要である．本研究では分析対象を市町村レベ

ル，町丁目レベルよりも詳細な集落レベルに着目し， 

40年間(1971年～2011年)という長期的な変遷について，

その実態の分析を初めて可能にした点に新規性があ

る． 

2) 都市サービスの立地状況については ，各時点におい

て電話帳から1件ずつ緻密に読み取り，集落で享受さ

れる都市サービスの実態を初めて網羅的に把握する

ことで，信頼性の高い分析を実施している． 

3) 集落スケールで具体的な都市サービスの享受の実態

を明らかにすることから，今後高齢化社会が進展し

た際の課題を具体に読み取ることができ，関連する

政策展開をはかるうえで有用な情報を提供できる． 

4) 本分析は特殊なデータやモデル構築を前提としてお

らず，他地域にも応用可能性が高い発展可能性の高

いアプローチ手法を提案している． 

 

 

3. 使用データ・分析方法 
 

(1) 分析対象地の概要 

本研究において分析対象とする筑波地区の属する茨城

県つくば市は，元々水田や畑，赤松林や農業集落が散在

する田園地域であった．しかし，東京一極集中問題の緩

和のため，官庁(付属機関及び国立の学校を含む)の集団

移転が行われ，市の中心部において大規模な都市開発事

業が実施されている8)． その直近では旧来の集落をベー

スとした土地利用形態自体が既に損なわれている所も多

い．本研究ではこのような都市開発事業の直接的な対象

とはなっておらず，しかし近隣であるため都市化の影響

は間接的に受けているつくば市の 筑波地区を対象とし

た（同じ読みであるが，筑波地区(漢字表記)はつくば市

(ひらかな表記)の一部地域である事に注意が必要であ

る）．この地区は北部の筑波山の山麓を中心に地域が形

成され，現在まで典型的なかつての集落の形態が保たれ

た地域である．また，この地区は日常生活が困難な地域

としてよく挙げられる様な中山間地域でもなく，また自

動車の利用が前提として居住地が建てられてきた郊外地

域でもない，エクサーブと呼ばれる様な少しずつ高齢化

が進行し，少しずつ都市サービスが失われていく地域で

あり，なかなかリスクの認知がされにくい．そのような

中で，この地域で提供される都市サービスがどのように

変遷したかを実証的に明らかにする． 

 

(2) 対象集落の定義 

本研究では分析を行うに当たり国土地理院発行9), 10)の2

万5千分の1の地図を用いて対象集落を設定した．対象集

落は当該地図の凡例において「樹木に囲まれた居住地」

と定義され，(1)地名が地図上に載っており，(2)1971年時

点で居住の集積がみられる地域を集落として分析を行っ

た． 図-1では， 二時点の同地点での地図を示すことで，

対象集落の基準の例を示した．赤丸で囲われた地域を本

研究では対象としており，2011年時点では存在するが

1971年時点では存在しない上記の(2)に該当する青丸で囲

われた地域を本研究では対象外としている ． 

 

 



 

 

(3) 使用データ 

本研究では表-1に示す諸活動を都市サービスと定義し

た．対象集落において高齢者が徒歩圏で享受できる都市

サービスを二時点間で把握するため，まず，2011年時点

では，電子電話帳であるiタウンページ11)を用いた．電子

電話帳を用いた分析の有効性と限界についてはすでに示

されており12)，都市サービスの住所と業種を個別に把握

することにおいて効率的な分析が可能である．また，

1971年時点では，紙媒体の電話帳である職業別電話帳13)

を用いた．職業別電話帳では電子電話帳と同様に，各都

市サービスについてその住所と業種を個別に把握するこ

とができるため，詳細なスケールでの分析が可能である． 

集落を評価する都市サービスは，都市の機能とその階

層性に関する既存の文献14)を参考に，16項目選択し，中

心地の規模とそこで享受できる中心機能の関係について，

小村，村レベルを低次，町レベルを中次，小都市，地域

中心都市レベルを高次と便宜的に定義した． 

また16項目の内， 既存研究6), 7)を参考に日常生活に特

に必要である都市サービス，つまり，集落単位での生活

の自立可能性に大きく関わると考えられる(1)～(7)の都

市サービスを「i. 生活の自立可能性の評価対象業種」と

して集落単位での分析を行っている．ただし，コンビニ

は1971年時点において茨城県には存在しない施設である

ため，2011年時点でのみ集落での生活の自立可能性の評

価の際に用いる．なお，高次サービスなどは本研究の主

たる分析対象にはあたらないが，都市サービス全体の構

成などを吟味する上では比較対象として視野に含めるこ

とが望ましいため，分析からは除外していない． 

 

(4) 分析方法 

先述したとおり，本研究では高齢者のスケール感で容

易に歩ける徒歩圏を想定して分析を進める必要がある．

このため，分析においては，1971年と2011年の二時点で

それぞれ電話帳から得られた都市サービスについて集落

の内部，及び地図上で確認される集落端点から直線距離

で300m以内に立地する都市サービスを，高齢者が容易

に歩けるスケールに対応する集落で得られる都市サービ

スとしてそれぞれの対象年次において数え上げた．この

300mという数値は高齢者の1回あたりの平均歩行距離に

関する過去の諸研究を参考に定めており，一般に都心部

で250mということが言われており15)郊外部であることか

らそれより少し距離が長く，きりのよい数値を採用した．

この数値の設定法には他にも考え方はあろうと思われる

が，異論がある場合にはその異論に基づく今後の研究成

果を待ちたいと考える． 

なお，都市サービスの実態については個数だけの確認

では実態を見誤る可能性もあるため，対象集落を実際に

踏査し，都市サービスの提供状況やその内容についても

現状の理解を行った上，考察を加えるようにしている． 

 

 

4. 都市サービス数の変遷 
 
(1) 集落毎の都市サービス数とその変遷 

まず，つくば市内全域から集落を抽出した結果，合計

で247の集落が確認された(表-2参照)． 

図-2には， 1971年時点で各集落で得られる都市サービ

スの総数を示し， 図-3では都市サービス数が2011年時点

においてどの程度増減しているか，その変遷を示した．

その結果，まず図-2 ，図-3より各地区で最も都市サービ

スを得られていた集落は現在大きくその数を減らしてい

ること．また現在ではE. 谷田部地区やC. 桜地区の様な研

究学園都市整備が進んだ地区において都市サービス数が

急激に増加したことが示された． 

 
図-1 対象集落の選定の例(左:1971年時点，右2011年時点) 

 
表-1 分析対象都市サービス 

中心機能の
レベル

i. 生活の自立可能性

の評価対象業種

ii. 生活の自立可能性の

評価対象外業種
(1)食料品店 (8)学校

(2)郵便局 (9)金物

(3)スーパー(小) (10)飲食店

(4)コンビニ (11)美容院-理容

(5)雑貨店
(6)医療 (12)銀行-保険
(7)薬局 (13)クリーニング衣料品

(14)自動車-農業用機械
(15)新聞-ホテル
(16)役場

低次

中次

高次

日常生活に必要な都市サービス

 

表-2 本研究における対象集落数 

つくば市内 対象集落数 

A. 筑波地区 50 
B. 大穂地区 26 
C. 桜地区 30 

D. 豊里地区 36 
E. 谷田部地区 81 
F. 茎崎地区 24 

合計 247 

 



 

 

 

(2) 筑波地区における集落の生活の自立可能性 

図-2及び図-3では都市サービスの単純な数を示した．

しかし，集落における自立可能性について議論を行うた

めには集落毎に享受することのできる業種についても明

らかにする必要があると考えられる．そこで，まず，

1971年と2011年の両時点における集落毎の「生活の自立

可能性の評価対象業種の集積度合い」を図-4及び図-5に

表した．次に筑波地区全体の業種別の都市サービス数の

傾向を明らかにするために1971年と2011年の二時点にお

ける「i. 生活の自立可能性の評価対象業種」及び「ii. 生

活の自立可能性の評価対象外業種」の変遷を図-6及び図

-7に示した．加えて，1971年と2011年どちらかの時点に

おいて少なくとも1業種以上「i. 生活の自立可能性の評

価対象業種」に該当する都市サービスの立地が確認でき

る集落について，その変遷を表-3に示した．そして，図

-8に1970年，2010年の国勢調査16), 17)の結果から得られた

筑波地区内の人口を，調査可能な範囲の最小単位である

大字別で把握し，2時点間の増加率を示しおおよその集

落の変遷の様子を示した．さらに，図-9において図-8同

様，国勢調査より筑波地区内の65歳以上の老年人口を大

字別に把握し，大字別の老年人口率と集落の変遷の様子

を示した．なお，このデータは国勢調査で得られた大字

別の人口を示したものであり，一つの大字内に複数の集

落が含まれている場合がある．またこのデータで示され

る人口は，集落に属さず大字内で点在している居住者も

含まれていることも考慮しなければならない．また今回，

1970年時において大字の人口が把握できていない地域，

また2010年時においては人口が少なく秘匿地域となって

いる大字については，白地で表している． 

以上の分析から，筑波地区内の都市サービスの変遷に

ついて明らかになった点を以下に示す． 

1) 1971年と2011年における「i. 生活の自立可能性の評価

対象業種」数を図-4，図-5より比較した結果，2011年

時において，少なくとも1業種以上「i. 生活の自立可

能性の評価対象業種」を享受できる集落が増加して

いることが明らかとなった． 

2) 図-6，図-7より，筑波地区において，(1)～(7)の生活

の「i. 生活の自立可能性の評価対象業種」の総数が

減少傾向にあるのに対し，(8)～(16)の「ii. 生活の自立

可能性の評価対象外」の都市サービスの総数は増加

傾向にあることが明らかとなった．一般のイメージ

としては，本研究の対象地区のような非都市部であ

る集落エリアにおいては全般的にどの都市サービス

も減少傾向にあるように思われがちであるが，むし

ろ「i. 生活の自立可能性の評価対象業種」と「ii. 生活

の自立可能性の評価対象外」の動向は逆の傾向にあ

ることが明らかにされた． 

3) また，図-6及び表-3から地区内の都市サービスにつ

いて(1)食料品店や(5)雑貨，(6)医療といった「i. 生活

の自立可能性の評価対象業種」の数が大きく減少し

ている傾向が見られる．本研究では各集落への詳細

な踏査もあわせて実施しており，その現地調査に基

づくサービス提供内容から判断し，これらの質の高

図-2 1971年から2011年集落毎の都市サービス数の変遷(つくば

市全体) 

 

 

図-3 集落毎の都市サービス数(つくば市全体1971年時点) 
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いサービスが各集落だけでなく筑波地区全体として 

享受することが難しくなっていることが示された．

その一方で，(1)食料品店や(5)雑貨の都市サービスの

数が大きく減少している集落では，(3)スーパー(小) 

や(4)コンビニが立地している状況が散見される集落

もあり，代替が可能である都市サービスが立地して

いることも考えられる． 

4) 表-3では集落毎に「i. 生活の自立可能性の評価対象業

図-6 筑波地区の「i. 生活の自立可能性の評価対象業種」の

変遷 

 

 
図-5 筑波地区の集落の生活の自立可能性(2011年) 

 

 
図-4 筑波地区の集落の生活の自立可能性(1971年) 

 

図-7 筑波地区の「ii. 生活の自立可能性の評価対象外業種」

の変遷 

 

図-8 二時点間における「i. 生活の自立可能性の評価対象業

種」の変遷数と大字別人口増減率 

 

図-9 二時点間における「i. 生活の自立可能性の評価対象業

種」の変遷数と老年人口率 

 



 

 

種」の変遷を示している．1971年時点において享受

できる都市サービス数上位5集落である北条，沼田，

小田，国松，筑波の各集落においては，2011年度で

都市サービスの減少が顕著に表れていることが明ら

かとなった．また，安食，洞下などこれまで都市サ

ービスが立地していなかった集落においても「i. 生

活の自立可能性の評価対象業種」が新たに立地し，

都市サービスの分散化が起こっていることが明らか

となった． 

5) 図-8より，筑波地区西部では人口増加傾向がみられ，

日常生活に必要な都市サービスである「i. 生活の自

立可能性の評価対象業種」の大幅な減少は見られず，

むしろ増加している集落がみられる．しかし筑波地

区東部においては人口の減少傾向がみられるととも

に，「i. 生活の自立可能性の評価対象業種」が大き

く減少している集落がみられた．また図-7，表-3か

らも，かつて「i. 生活の自立可能性の評価対象業

種」が現在よりも多く存在し，筑波地区において中

心的な役割を担っていた北条などの集落18)では，

人々の行動範囲が大きく広がった現在ではそのかつ

ての役割が果たされなくなっていることが示唆され

た． 

6) 図-9では，筑波地区における老年人口率は地区全体

に渡り高いことが明らかとなった．市内他地区の平

均老年人口率と比較すると，大穂地区の17.2%，豊里

地区の17.3%，桜地区の11.32%，谷田部地区の8.29%，

茎崎地区の15.21%に対し，筑波地区は29.6%と非常に

高い．これは他地区では研究学園都市開発が一定の

影響を及ぼしているのに対し，筑波地区ではその影

響は少なく，むしろ大都市遠郊部の一般的な傾向を

示していると考えられる．都市サービス数の減少は，

このような地区人口の高齢化との関連があることも

類推される． 

7) 郵便局について，二時点間でその数や立地に変化が

無いことで，同じ場所で長期的に都市サービスを享

受することが可能であることが明らかとなった．し

かし，40年間の間には近隣で大規模な都市開発が行

われ，都市構造に変化が生じていることも十分に考

えられる．そういった状況においては同一の場所に

同じ都市サービスが立地し続けるということは必ず

しも望ましいことではないことが勘案され，時勢に

合わせた立地を行う必要性が考えられる． 

 

 

5. おわりに 
 

本研究では電話帳を用い集落毎に40年間に渡る都市サ

ービス立地の変遷傾向を把握することにより，高齢者の

視点から集落の生活の自立可能性を，歩けるスケールと

いう切り口でその実態を明らかにした． 

まず，都市サービスの数のみについて見ると，集落に

おける生活が一見以前より容易になっているように見え

る．しかし，その構成内容を見ると生活の自立可能性を

支えるような業種以外のものが増加していることが明ら

かとなった．  

次に，「i. 生活の自立可能性の評価対象業種」の数が

多くなった集落は一部に存在するが，筑波地区全体とし

ての都市サービス数は大きく減少していることが示され

た．加えて，この減少は食品や雑貨などの自立可能性を

考える上でも特に基礎的な重要な分野で顕著であること

が明らかになった．容易に歩ける範囲で多くを済まそう

と考える者にとっては，その環境が顕著に悪化している

ことが示されたといえる．ちなみに現地踏査の結果から，

これらの集落内のサービスは，その量や質において明ら

かに域外の大型ショッピングセンターが提供するサービ

ス内容には及ばない．一方で，一部の都市で行政の補助

を受けて実施されはじめている移動販売サービスなどと

比較すると，そこで提供されるサービス相互の棲み分け

を考える時期に来ていると解釈することが可能である． 

なお，本研究では，集落の生活の自立可能性について

都市サービスを1971年と2011年から把握したが，高齢者

を含む集落の居住者が具体的にどの様な生活をしてきた

表-3 筑波地区における2011年時点集落別「i. 生活の自立可能
性の評価対象業種」の変遷(合計数順) 

集落名 合計

北条 19 (-19) 1 (0) 2 (2) 0 (0) 2 (-14) 13 (-1) 6 (2) 43(-30)
上大島 5 (2) 1 (0) 1 (1) 1 (1) 0 (-1) 0 (0) 0 (0) 8(3)
沼田 4 (-3) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 1 (-1) 0 (-5) 1 (1) 7(-7)
小田 6 (-5) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (-1) 0 (0) 7(-6)
田中 4 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 1 (-1) 0 (0) 0 (0) 6(0)
作谷 3 (1) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 0 (-1) 1 (1) 6(1)
神郡 3 (2) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (-1) 1 (1) 0 (0) 5(2)
国松 3 (-3) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 0 (-2) 0 (-2) 1 (1) 5(-5)
筑波 3 (-4) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (-6) 0 (0) 0 (0) 4(-10)
大形 3 (0) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 4(1)
明石 1 (0) 0 (0) 1 (1) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 3(2)
寺具 2 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 0 (-1) 0 (0) 0 (0) 3(0)
安食 3 (3) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 3(3)
洞下 1 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 2(2)
中菅間 2 (-1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 2(-1)
西作谷 1 (0) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 0 (-3) 0 (0) 0 (0) 2(-2)
山木 1 (1) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 2(2)
北太田 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1(0)
池田 1 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1(1)
大貫 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1(1)
泉 1 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1(1)
水守本田 1 (-2) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (-1) 0 (0) 0 (0) 1(-3)
小和田 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1(1)
小泉 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 1(1)
君島 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (-1) 1 (1) 0 (0) 1(0)
臼井 1 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (-1) 0 (0) 0 (0) 1(0)
平沢 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (-1) 0 (0) 0 (0) 0(-1)
杉木 0 (-1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0(-1)
水守新田 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (-1) 0 (0) 0 (0) 0(-1)
漆所 0 (-1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0(-1)
宮前 0 (-1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0(-1)
合計 69 (-27) 6 (0) 7 (7) 8 (8) 6 (-34) 16 (-7) 9 (5) 121(-48)

(7)薬局

*( )内は1971年時点からの増減数

(1)食料

品店

(2)郵
便局

(3)スー

パー(小)
(4)コン

ビニ
(5)雑貨 (6)医療

 
 



 

 

かによって，生活の自立可能性に対する判断も当然異な

るものになる．高齢者や居住者の生活実態にアプローチ

するという点で，本研究はまだ検討の余地を残している

といえる．   

また本研究では過去から現在にかけて既存の文献等を

参考に，日常生活に必要な都市サービスを体系的に挙げ

たが，現在では宅配サービスやネットショッピングなど，

かつて存在しなかったサービス提供手段が急激に成長し

つつある．そのため，住民のニーズの変化のみならず，

IT技術に精通した高齢者の出現に伴い，生活の自立に関

する考え方や要件についても今後はさらに変化していく

可能性が高い．そのような状況の変化の中で，本研究で

分析したように，実空間の中で固定的にローカルレベル

で何をどれだけサービスとして提供していく事が望まし

いのか，それぞれの空間的なスケールの中で落とし所を

議論していく事が今後さらに必要になると考える．  
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CAN ELDERLY PERSONS LIVE WITHIN EASILY WALKING DISTANCE?: 
CASE OF LOCAL COLONY FROM THE POINT OF DISTRIBUTION OF 

COMMERCIAL AND PUBLIC SERVICES 
 

Masataka MIYAKI, Takuya NEMOTO, He CHEN and Mamoru TANIGUCHI 
 

The life in our country has changed because of motorization, the change of the lifestyle, etc. As a result, 
the location of commercial and public services have changed and made it difficult to go shopping and us-
ing public service within walking distance for everyday life. Issues should be solved in our country where 
the aging society is going on. In this research, changes between the location of commercial and public 
services 40 years ago and the present are clarified from the point of within easily walking distance for el-
derly persons in the Tsukuba area which is maintaining the traditional colony form on Tsukuba-city, 
Ibaraki prefecture. The conclusions from a quantitative analysis show the number of them decline notably 
in central colonies which once have played the important role for everyday life. It is also clarified that 
service contents in other colonies have also changed. 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


	header275: 土木学会論文集D3 (土木計画学), Vol.69, No.5 (土木計画学研究・論文集第30巻), I_275-I_281, 2013.
	NextPage275: I_275
	NextPage276: I_276
	NextPage277: I_277
	NextPage278: I_278
	NextPage279: I_279
	NextPage280: I_280
	NextPage281: I_281


